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［ �第４章�］

―�まちづくり指標�―
指標 基準値（令和 6年度） 目標値（令和 11 年度）

西条市が安全・安心だと思う市民の割合を向上します
（測定は「防災・減災体制の強化に関する満足度」で実施）

0.17 0.30

災害に強く安全で安心して災害に強く安全で安心して
暮らせるまちづくり暮らせるまちづくり

第１節　防災・減災対策の強化

関係する個別計画
◎西条市消防団拠点施設整備計画　令和元年度～令和 50 年度

◎西条市国土強靭化地域計画　令和元年度～

◎西条市地域防災計画　平成 18 年度～

◎西条市国民保護計画　平成 18 年度～

◎消防車両・水利・資機材更新整備計画　平成 16 年度～

◎西条市水防計画　平成 16 年度～

◎西条市立地適正化計画　平成 28 年度～令和 12 年度

◎西条市業務継続計画（ＢＣＰ）　平成 29 年度～

◎西条市救急業務高度化推進計画　平成 17 年度～

◎西条市救助業務高度化推進計画　平成 29 年度～

市民からの声
	⁃ 消火体制の整備や防災体制の強化についてお願いしたい。
	⁃ 	命を守る防災活動について、できるだけ多くの人が参
加できる環境づくりを進めてほしい。-1 1-0.8 0.8-0.6 0.6-0.4 0.4-0.2 0.20
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災害に強く安全で安心して災害に強く安全で安心して
暮らせるまちづくり暮らせるまちづくり

第１節　防災・減災対策の強化

―�目指す姿�―
 ● 災害に強い安全・安心なまち

 ● 消防体制及び救急・救助体制の整った安全・安心なまち

 ● 災害時に、市民自らが自らを守るとともに、互いに助け合うことができるまち
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　77基本計画　第４章　災害に強く安全で安心して暮らせるまちづくり

施策の内容施策の内容

（1）消防力の充実を図ります
　消防署及び地域消防団の資機材の整備や、地域の水利確保のための整備等のハード対策を行うことで、
消防活動を効果的に実施できる体制の維持向上に努めます。

指標（KPI） 基準値 目標値（令和 11 年度）

消防水利施設の維持に努めます（累計） 2,656 基（令和６年４月） 2,680 基

消防車両等の維持に努めます（累計） 123 台（令和６年４月） 110 台

消防本部庁舎及び消防団拠点施設の整備を進めま
す（累計）

３施設（令和６年度） ４施設

（2）消防機能の強化を図ります
　いつ起こるとも知れない事故・災害等に対する救急・救助・消防活動等に備えるには、ハード対策だけ
でなくソフト対策も重要であることから、救急・災害時に従事できる人材の確保・育成に取り組みます。

指標（KPI） 基準値 目標値（令和 11 年度）

救急活動に従事する救急救命士の養成人数を増員
します

28人（令和６年度） 36人	

救助活動に従事する有資格救助隊員の養成人数を
維持します

30人（令和６年度） 30人

人口動態に合わせた消防団員定数の適正化を図り団
員数の確保に努めます

実員 1,413 人
（令和６年４月）

実員 1,300 人

（3）防災・減災体制の充実を図ります
　「南海トラフ巨大地震」等や風水害等に備えるため、平常時から避難行動要支援者※に対する避難支援に
必要な体制の整備に取り組むとともに、広域的な視野に立って関係機関との連携強化に努めます。

指標（KPI） 基準値 目標値（令和 11 年度）
避難行動要支援者の個別避難計画の作成率を向上
します（累計）

2.9％（令和５年度） 38.0％

災害時応援協定の締結数を増加します（累計） 121 件（令和５年度） 135 件

（4）地域防災力の向上を図ります
　防災対策は、市民自らが自らの安全を守ることを実践した上で、地域における助け合いに努めることが
重要であるため、市民、自主防災組織と事業者、市、県等がそれぞれ連携しながら、災害時の被害をでき
るだけ少なくできる取組を進めます。

指標（KPI） 基準値 目標値（令和 11 年度）

住民主体の説明会・訓練の開催回数を維持します 99回（令和５年度） 100 回

防災士資格新規取得者を増加します（累計） 58人（令和５年度） 350人（令和７～11年度）

自主防災組織の結成率を向上します（累計） 93.9％（令和５年度） 100.0％
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―�目指す姿�―
 ● 犯罪のない安全・安心に暮らせるまち

 ● 市民が自立した消費者として、安全・安心に消費活動を行えるまち

 ● 交通事故のない安全 • 安心に暮らせるまち

―�まちづくり指標�―
指標 基準値（令和 6年度） 目標値（令和 11 年度）

西条市が安全・安心だと思う市民の割合を向上します
上段：測定は「防犯対策の推進に関する満足度」で実施
下段：測定は「交通安全対策の推進に関する満足度」で実施

0.04 0.27

0.28 0.34

関係する個別計画

◎西条市再犯防止推進計画
令和 6 年度～令和 10 年度

市民からの声

	⁃ 	防犯灯を増やしてほしい。

	⁃ 交通ルールを守れるよう啓発してほしい。

第２節　生活安全の確保

-1 1-0.8 0.8-0.6 0.6-0.4 0.4-0.2 0.20
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1.3

防犯対策の推進

交通安全対策の推進

満足度・重要度　領域マップ
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　79基本計画　第４章　災害に強く安全で安心して暮らせるまちづくり

施策の内容施策の内容

（1）地域ぐるみの防犯活動を支援します

　地域における犯罪被害を防止するため、自治会、警察、学校、防犯協会等の関係団体と連携した防犯パ

トロールや啓発活動等により、地域ぐるみの防犯活動を支援します。

指標（KPI） 基準値 目標値（令和 11 年度）

地域セーフティーパトロール隊の年間巡視活動回
数を維持します

1,490 回（令和５年度） 1,490 回

自治会等が維持管理する防犯灯の灯数を維持しま
す（累計）

8,087 灯（令和５年度） 8,087 灯

（2）消費者行政の充実を図ります

　複雑化・多様化する相談内容や悪質・巧妙化する消費者被害に対応するため、関係機関との連携強化や

相談体制の充実を図ります。また、消費生活に関する出前講座や広報・啓発により、市民意識の向上に取

り組みます。

指標（KPI） 基準値 目標値（令和 11 年度）

消費生活に関する出前講座の開催回数を増加しま
す（累計）

７回（令和５年度） 50回（令和７～11 年度）

（3）交通事故の未然防止に努めます

　警察や交通安全協会等の関係団体と連携し、市民の年齢層に応じた交通安全教育や広報・啓発を実施す

るとともに、カーブミラーや交通看板等の交通安全施設の点検・維持管理により、交通事故の未然防止に

取り組みます。

指標（KPI） 基準値 目標値（令和 11 年度）

高齢者人口 1 万人当たりの事故率（加害者側・被害者
側双方）を減少します

20.1 件（令和５年度） 15.0 件

通学路点検の結果を受けた改修率を向上します 81.9%（令和５年度） 91.0%

集団下校を見守る地域セーフティーパトロール隊 消費生活に関する出前講座


